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3～11歳の男女幼児・児童を対象として, 「前転」運動(マット)を行わせ,年齢層別の運動
パターンの変遷が主として16mm映画により横断的に追跡された。さらに, 5歳児からは各年齢
層の代表例について,習得・習熟過程が筋電図記録も加えて縦断的に追跡された。
得られた結果は次の通り要約された。
(1) 3歳頃から,加齢とともに「構たおれ型」, 「ねじり起き型」, 「腰着き停止型」を経て,
5～6歳頃から「しり着き停止型」 , 「幼児手着き型」に発展し, 7～8歳頃で「幼児型」を習
得し, 「かかえこみ幼児型」を経て, 9～11歳頃で「準完成型」へ習熟することが認められた。
(2) 「かかえこみ型」 , 「かかえこみ足保持型」, 「かかえこみ手着き型」の出現は,いわゆ
る「かかえこみ固定型」だけの特別な学習(教科体育時)による影響であることが推察された。
Ⅰ.はじめに
幼児・児童期における運動技能の発達過程を検
討するためには,遂行された運動成果としての運
動能力だけでなく,内容としての運動動作そのも
のの加齢的変遷が追跡される必要がある。すな
わち,幼児・児童が成熟や習熟の過程でどのよう
な走り方,跳び方,投げ方,蹴り方,転び方など
を身につけていくかを知ることができれば,体育
科の学習指導をすすめていく上に有益な示唆を与
えてくれるものと思われる。
このような趣旨から,著者らによってこれまで
短距離疾走9),立幅跳びや垂直跳び10)ィンステ
ップ・キック2)など数種の運動について検討され
てきたが,今回は「前転」運動(マット)に着目
して検討が試みられた。
ところで,これまで「前転」運動について,そ
の発達過程を明らかにしようとされた研究は数少な
い5)6)7)その理由は「転がる」ないし「前転」
という運動は「歩く」, 「走る」, 「跳ぶ」など
のいわゆる系統発生的な運動様式とは異なり,重
力や加速度の感覚を経験し,且つ,神経一筋系が
ある程度発達した段階で習得されるいわゆる個体
発生的な運動であることが考えられる。したがっ
て,人間の基本的な運動様式として,あるいは,
自然発生的な運動形態として取り挙げられるには
諸種の問題が介在し,成就したか否かについても
一定の基準を設定することが困難であることなど
によるものと考えられる。
そこで,著者らは,できるだけ訓練されていな
い3-11歳の男女幼児・児童を対象として選び,
「前転」を行わせた。 「腕の力をかりずに立てる」
をこの運動の成功(習得)の基準とし,まず,成
功(習得段階)者と不成功(未習得段階)者に大
別し, 16mm映画を用いて運動パターンの特徴が
とらえられた。次に,それらの運動パターンの分
類型が年齢層別にどのように分布して出現するか
を肉眼により観察・調査され,加齢による「前転」
の運動パターンの変遷が横断的に明らかにされた
(第1実験) 。
さらに,年齢層別に特徴とされる最も多い分類
型に属する者が選8軌同一個人に一定期間練習を
行わせ,習得・習熟過程における運動パターンの
変遷が16mm映画を用いて縦断的に追跡された。
なお,数例については視覚的分析に加えて,筋電
図を用いて筋作用機序からの解析が行われ,第1実
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験の結果が検証された(第2実験) 。
上記各年齢層の運動パターンの横断的変化(第
1実験)と縦断的変化(第2実験)の対応から,
本運動の加齢的変遷の過程が明らかにされた。
Ⅱ.方法
第1実験
3-11歳の男女幼児・児童90名を対象に, 「前
転」を行わせた。 「腕の力をかりずに立てる」が
この運動の成功(習得)の基準とされ,まず;成功
(習得段階)者と不成功(未習得段階)者に大別
され,それぞれの動作が16m撮影機(ボレックス
社製, 24-28的/秒)を用いてフィルムにおさめら
れた(比較するために成人の体操競技経験者2名
についても動作が収録された)。このフィルムをモ
ーション・アナライザー(ナック社製)により拡
大映写し,これが資料とされ,頚角度,肩関節角
皮,肘関節角度,股関節角度,膝関節角度が測定
され,次に,松井の合成重心作図法3)により身体垂
心の位置が求められた。手掌部を接点として,重
心と接点を結ぶ線の水平線とのなす角度及び角速
皮,重心の移動速度(重心の移動距離から算出),
重心の高さの身長比,重心と接点の距離の身長比,
躯幹の伸縮度(躯幹の長さが最も伸長された時点
を100として比率で示される)の11項目について
測定され,運動パターンの特徴が明らかにされた。
なお,「前転」の運動局面は着手時,着頭時,離足
時,着肩時,着腰時,考足時,離腰時(殿部が床
から離れる時点にあたる)の7つに分割された。
一部の幼児・児童については皮膚表面誘導法によ
り,筋電図が記録された(筋電図の記録方法につ
いては後述する) 。
次に,それらの分類型が年齢層別にどのように
分布して出現するかをみるために, 3-11歳の男
女幼児・児童1171名(各年齢108-173名)が対
象とされ,それぞれマット上で「前転」を行わせ,
16mm映画及び肉眼により,運動パターンの分類
型が調査された。
第2実験
5-11歳における年齢層別の運動パターンの分
布状況から,最も多く出現した分類型及びそれに
近い分類型の集団から代表例(1分類型につき
5-14名,いずれも男子)が選ばれ,同一個人に一
定期間にわたり練習を行わせ,習得・習熟過程が
16m撮影機(24-28的/秒)を用いてフイルムに
収録された。なお,一部については肉眼でフォー
ムが評価され記録された。
次に, 6歳児の「しり着き停止型」及び11歳児
の「かかえこみ幼児型」の男子児童各1名を対象
として練習を行わせ,その習得・習熟過程が16m
映画に加えて筋電図記録により追跡された。
筋電図は白金皿状円盤電極(径10m)が使用さ
れ,通常の皮膚表面誘導法により, 18素子万能型
脳波計(三栄測器社製,感度　6mm/0.5mV,
時定数: 0.003sec ,紙送り速度: 6cm/sec)
を用いて有線で記録された。
被験筋は本運動の成功に関与すると思われる頚
部筋,上肢・上肢帯筋,脊柱筋及び下肢筋14筋が
選ばれた。
着手時(A),着肩時(D),着腰時(E),
着足時(F)を明らかにするために　contact
switchが試作され,これが手掌部(第2 - 3 - 4
中手骨頭) ,昔上部(第1胸椎頼突起),腰部(第
4腰椎麻突起) ,足底部(第1 ・ 2中足骨頭)に
それぞれに取り着けられ, basogramが同時記録
された。また,膝関節及び股関節にゴニオメーター
が装着され,膝・股関節角度の変化が同時記録さ
れた。なお16m映画と同調するために, photo
signalが筋電図上に同時記録できるようにされた。
なお,ここで「習得過程」とは「腕の力をかり
ずに立てる(成功) 」までの過程とし, 「習熟過
程」とは,それ以後の熟練の過程と定義された。
Ⅲ.結果ならびに考察
1.運動パターンの加齢による変遷
図1には「前転」の運動パターンの分類と各年
齢層における分布が示されている。
「前転」の運動パターンは12の型(成功者: 5
型,不成功者: 7型)に分類され,加齢とともに
「槙たおれ型」 , 「ねじり起き型」 , 「腰着き停
止型」 , 「しり着き停止型」を経て, 「幼児手着
き型」 , 「かかえこみ手着き型」に発展し,これ
らの過程を経て「幼児型」で成功(習得)し,「か
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図1. 「前転」の運動パターンの分類と加齢による変遷
什) A./lf, B　?x娩　C'離思, D'右肩, E　る腰, F.義足, G:離腰, Jr印1個は10人, ・印1個は1
人をそれそれ示す、 「幼児型」よりも上欄か城功　CMV-.主段階)を小す。
,L l戊　　　Ttリ. C-Dて膝・股関節を伸JhiL, D以後,急激に屈曲する高度なタイプ
隼　′　　　　　fJ : c dて肱関節を伸ILgさせるか股関節の伸展はまたイこ+分なタイプ
'・・ ′、 ~二　二　　　い　　　別け,'ii"'- i'ささ.1こ蝣i:i,ii '蝣I.'蝣:∴' ・ .
かかえこみ幼児轡　EI Fて「幼児乃Fl」よりも膝.股関節を屈曲させているか, 「かかえこみ型」のように終始
JrlJ:曲していないタイフ
幼　　　児　　J坦　EI Fて膝・股関節を一時,伸IEすることによ'てい榊云能率を高め, G前て膝を再ひJd糾し
て起きlかる,いわゆる幼児か成功しやすいタイプ
かかえこみ足保持型:膝・股関節を終始屈曲し, E- Fて膝を保指して立ち上かろうとするタイフ
かかえこみ手着き型:膝・股関節を終始kJ曲し, E -Fて腕の押して在ち上かろうとするタイプ
幼児手着き型・E-　Fて膝・股関節を一時伸展して起きLかり,腕の押して甘ちLかろうとするタイプ
しり着き停止型.E　-Fて膝・股関節を伸展し起き「かろうとするか,圭て姓てft止するタイプ
腰弟　き　停止1:e fて臆・股関節を仲liiL起きしかろうとするか,腰か易いた段階て停止するタイプ
ね　し　り　起　き　判:D-Fて肱・股関節を伸展し, /iまたはイIにわしりなから起きしかろうとするタイプ
怯　た　お　れ　型:削/j-のLpj転かなされす,描-倒れるタイフ
かえこみ型」を経て「準完成型」へ移行(習熟)
するような傾向がみられた。
図2には「完成型」を示した成人のR.I.につい
て, 「前転」中の身体各部の動きと筋電図記録の
一例が示されている。
膝関節は着手時(A)から離足時(C)まで急
激に伸展され,それ以後,着肩時(D)まで180
度に維持されている。股関節は徐々に伸展され,
身体重心位は着肩時(D)前に股関節が150度に
伸展された時,最高位が示されている。すなわち,
位置エネルギーが大きく保たれていることがわか
る。次に,身体垂心位が最高位を示してから,そ
のままの姿勢で身体全体を前方に倒し,着肩時(D)
の1コマ前から膝・股関節を急激に屈曲して垂心
位を低くすることにより,位置エネルギーが前進
の運動エネルギー及び回転エネルギーに変換され
ている。
上述のように,重心位置を高く保ちながら身体
全体をそのまま前方に倒す動作は,富波8)によっ
て「大きな前転」を行うのに必要な技術として提
唱されているいわゆる,
「推進回転力」に相当
するものと考えられる。
一方,慣性モーメン
トと回転速度の関係か
らみると,着肩時(D)
の1コマ前から膝・股
関節を屈曲することに
よって,回転のアーム
を短かくして回転速度
を増加させている。さ
らに,着肩時(D)
着足時(F)で身体全
体をまるくしているが.
これは「ころがり摩擦」
による抵抗を小さくす
るのに有利ならしめて
いると考えられる。着
腰時(E)離腰時(G)
紘,運動エネルギーか
ら位置エネルギーに還
元される時期である。
すなわち,着足時(F)
以後において,着手時
(A)の重心の高さに
復元されていることが
理解される。
筋電図からは,胸鎖
乳突筋に着頭時(B)
以後持続放電がみられ,
つづいて腹直筋の放電
が離足時(C)と着肩
時(D)の中間からみ
られ,大腿直筋の放電
が着肩時(D)と着腰
時(E)の中間からみられる。すなわち,胸鎖乳
突筋一腹直筋丁大腿直筋の放電が出現し,それら
に連続した順序性が認められる。
福田1)によって,ヒト(健康正常人)において
頭位と四肢屈伸の関係が検討されるなかで,頭部
前屈により四肢が「屈曲」し,躯幹が「轡曲」さ
れ,頭部後屈により四肢が「伸展」し,躯幹が「背
屈」される関係は,マグヌスの動物における姿勢
図2. 「前転」運動中の身体各部の動き(上)及び
筋電図記録(下)の一例(完成型)
注)筋電図記録のHand Contact, Foot Contact　は,凸の部分がそれぞれ着手時
1A), 昌足時(F}なを示す。
Photo Signalは, 16mm映画のコマ数を示す。
反射(緊張性頚反射,迷路反射の協同)の説に一
致していることが指摘されている。上記筋電図か
ら認められた頚の前屈にともない,躯幹が屈曲さ
れ,つづいて股関節が屈曲される動作は,いわゆ
る反射様の動作と考えられる。
図3には8歳児の「幼児型」 (成功)のA.I.に
ついて,身体各部の動きと筋電図記録の一例が示
されている。
146
着手時(A) ～離足
時(C)で膝関節の伸
展によって重心位が高
められ,その後,身体
が前方に倒され回転し
ている。重心位置を高
くして位置エネルギー
を大きく保ち,それが
前方に落とされること
によって,前進・回転
の運動エネルギーに変
換されている点は「完
成型」と同様であるが,
「完成型」に比較して
重心位置が最高位を示
す時期が早期で,離足
時(C)の1コマ後で
ある。着肩時(D)
着腰時(E)で頚角度「
が増大し,それにとも
ない躯幹が伸展され
る。離足時(C)以後,
膝関節は屈曲される
が,着腰時(E)　着
足時(F)で膝・股関
節が一時伸展され,そ
の後,再び屈曲される。
このことは身体重心位
置を前方に移動せしめ
て,起き上がり動作を
するのに有利ならしめ
ていると考えられる。
すなわち,着腰時(E)
での身体垂心位から下
肢の部分重心位までの
水平距離の身長比を「かかえこみ型」と「幼児型」に
ついて求めると,それぞれ10.ァ96, 22. ¥96が得ら
れ,「幼児型」で大きいことが認められる。したが
って,下肢の部分重心位を接点(身体垂心位の直
下を接点と仮定する)から遠ざけることにより,
回転能率を高めて起き上がりを容易ならしめてい
ると考えられる。
「完成型」と異なる点は,着腰時(E)で躯幹が
図3. 「前転」運動中の身体各部の動き(上)及び
筋電図記録(下)の一例(幼児型)
荏) Contact Switchは,上下それぞれ凸の附子が2段にわかれ,上の2段はそれ
ぞれ着手噂A),着腰曙E)を示し,下の2段はぞれぞれ着宿曜Dも　着足曙F謄示す。
膝関節角度・股関節角度はエレクトロ・ゴニオメーターにより記録された膝・股
関節の各角度の変化を示し　Photo Signalは, 16mm映画のコマ数を示す。
伸展されること,着足時(F)離腰時(G)で膝関
節が再び屈曲されて立ち上がっていることである。
筋電図では,離足時(C)後で胸鎖乳突筋の放
電が一時減少し,動作分析では身体全体が前方に
倒される時期に一致していることが認められる。
また,腹直筋の放電が着手時(A)と着頭時(B)
の中間まで休止し,その後顕著にみられる。次に,
着腰時(E)後に腹直筋の放電が一時減少し弛緩
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が認められ,この時,脚は前方に投げ出される。
さらに,着腰時(E)から大腿直筋の放電が認め
られ,投げ出された脚が着床するのを股関節の屈
曲によって空中で保持すること,つまり,股関節
が伸展されることに抗しているものと考えられる。
着足時(F)後は動作上で膝関節は屈曲されてい
るが,筋電図からは内側広筋の放電がみられ,膝
関節の伸展によって殿部がひき上げられているも
のと考えられる。
また,胸鎖乳突筋一腹直筋一大腿直筋の放電に
は「完成型」と同様に連続した順序性が認められ
た。なお,この特徴はいずれの習得者にもみられ,
習得者にみられる一般的特徴と解せられる。
以上, 「完成型」と「幼児型」を代表的に例示
したが,他の10の運動パターンについても同様に
分析すると図4のように模式化される。
成功の型 不成功の型
図4. 「前転」の運動パターンの模式図
まず,それぞれの運動パターンは主としてAと
Bの2つの型に分類された。すなわち, Aは膝・
股関節の伸展によって位置エネルギーを大きく保
ち,その後,身体全体を前方に倒すことによって,
前進の運動エネルギー及び回転エネルギーを得よ
うとする型である。これに対してBは固定型であ
り,終始,膝・股関節を屈曲し重心の上下動の少
ない回転をしている。したがって,回転力は主と
して膝関節の伸展によるキックカによって得よう
とする型である。 Cは本質的にはAと同じ型であ
り,違いは身体全体を大きくする時期と高さ,及
び着腰時の姿勢である。
不成功の型はいずれも身体全体が前方に倒され
る時期に,躯幹の屈曲や膝・股関節の屈曲がなさ
れず,身体が剛体の如く倒れるため,位置エネル
ギーを回転エネルギーに変換できずに不成功に終
っていると考えられる。
Aには「完成型」, 「準完成型」, Bには「か
かえこみ型」, Cには「幼児型」 , 「かかえこみ
幼児型」がふくまれる。
2.同一幼児・児童の習得・習熟過程
第1実験の結果から, 「前転」の運動パターン
は3歳頃から加齢とともに「槙たおれ型」, 「ね
じり起き型」 , 「腰着き停止型」を経て, 5-6
歳頃から「しり着き停止型」 , 「幼児手着き型」
に発展し, 7～8歳頃で「幼児型」を習得し,
9-11歳で「かかえこみ型」を経て「準完成型」 ,
「完成型」へ習熟するものと考えられた。
しかし,これらの過程が同一個人の習得・習熟
過程でも再現されるかどうかが問題である。同一
個人について, 「横たおれ型」から「完成型」に
至るまで追跡することは長年月を要するので,覗
時点においては不可能に近い。そこで　5-11歳
における年齢層別の運動パターンの分布状況から,
最も多く出現した分類型の代表例を選び,習得・
習熟過程が追跡された。すなわち, 5-8歳の不
成功者を対象として「幼児型」 -の習得過程, 6
-8歳の不成功者を対象として「かかえこみ型」
-の習得過程, 9-11歳の「かかえこみ型」の習
得者を対象に「完成型」への習熟過程, 9歳の「幼
児型」の習得者を対象として「完成型」への習熟
過程などが検討された。
その結果,第1実験で得られた横断的な追跡結
果からの予想は,次の点を除いてはば再現され,
検証された。
予想外の一つは「幼児型」 - 「かかえこみ型」
- 「準完成型」の習熟過程で, 「かかえこみ型」
は必ずしも経過する型でない点である。すなわ
ち, 6-8歳の不成功者を対象に「かかえこみ
型」を習得させようとしたところ, 8歳児では8
名車4名が「かかえこみ型」を習得したが, 6歳
児では5名中3名に「幼児型」が習得された。
さらに, 「足保持」を強調した7歳児では7名中
4名が「幼児型」または「かかえこみ幼児型」を
習得されている。
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図5. 「前転」運動中の筋電図記録の
一例(かかえこみ型)
図5には8歳児について「かかえこみ型」実施
中の筋電図が示されている。
他の型と異なるのは腹直筋の放電が終始,顕著
に認められる点であり,この結果から,上記6 ・
7歳以下において「かかえこみ型」の習得率が低
い原因の一つに腹筋力の発達が不十分であること
が考えられる。そこで,腹筋力の発達について検
討された。
図6には30秒間における仰臥上体起こしの反復
回数の加齢による変化が示されている。
6歳と8歳では平均5.5回と12.5回で2倍以上
の差を示していることが認められる。この結果か
ら,腹筋力がある程度発達してくる段階で「かか
えこみ型」の教示を与えることによって「かかえ
こみ型」の習得が容易であることを示唆している
ように考えられる。
さらに, 9歳児の「幼児型」習得者を対象に「完
成型」を習熟させようとしたところ, 「準完成
型」 , 「完成型」には至らなかったが, 6名車2
名が「かかえこみ幼児型」を習得し,しかも,い
ずれも「かかえこみ型」を経過しないことが認め
つれた。
図6. 30秒間における仰臥上体起こしの
反復回数の加齢による変化
したがって,第1実験の結果(図1)の9-ll
歳に多く出現する「かかえこみ型」は,腹筋力の
発達と関係が深く,特別に訓練されていない本実
験の被験者とはいえ,教科体育時における,いわ
ゆる「かかえこみ固定型」のみの学習による影響
が推察された。
この問題は「ボールのように体を小さくまるめて
行う前転は,ある一定の足のけりによって背をマッ
トに順次つけて転がるためには有効性を持つが,技
の発展性を考えた場合,それは大きなっまずきの原
因となる。 」 4)と指摘されるところでもある。
以上のような結果からすると, 「準完成型」 ,
「完成型」に達するためには「かかえこみ型」の
過程は必ずしも必要でないように理解される。
予想外のもう一つは「完成型」に達するには,
かなり長い練習期間が必要である点である。
図7には11歳児の「かかえこみ幼児型」の習得
者を対象として, 「完成型」への習熟過程の筋電
図記録が示されている。
練習8回目で「準完成型」に達したが,離足時
(C)前で腹直筋の放電がみられ, 「完成型」の
パターン(図2)には至っていない。練習33回目
で,筋電図上でも成人の「完成型」の域に達し,
胸鎖乳突筋一腹直筋一大腿直筋の放電に連続した
順序性がみられた。
しかし,同じ「かかえこみ幼児型」で, 55日間
(1日10回)の長期の練習でも筋電図上では「完
成型」に達しなかった例を認められている。
.37-
A- ffi
図7. 「かかえこみ幼児型」から「完成型」への習熟過程にみられる筋電図記録(11歳児)
図8. 「しり着き停止型」から「幼児型」への習得過程にみられる筋電図記録(6歳児)
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これらの点を考え合わせると,さらに多くの例
から検討される必要はあるが,現時点では, 9-ll
歳で「準完成型」には達するが,筋電図上の「完
成型」に達するには,かなり長い練習期間を要す
るものと考えられる。
最後に,第1実験において, 「前転」の習得者
に認められた胸鎖乳突筋-腹直筋一大腿直筋の放
電の連続した順序性は,第2実験の習得過程でも
認められた点を強調しておきたいO
図8には6歳児の「しり着き停止型」が「幼児
型」を習得する過程の筋電図記録が示されている。
練習2回目では,胸鎖乳突筋の放電が着肩時(D)
前からみられ,腹直筋の放電は着肩時(D)と着
腰時(E)の中間からみられるが,放電量が少な
い。大腿直筋の放電は着腰時(E)後,わずかに
みられる。練習24回目ではじめて「幼児型」が習
得された。この時,胸鎖乳突筋の放電が着頭時
(B)前後でみられ,腹直筋の放電が離足時(C)
と着肩時(D)の中間からみられる。さらに,大
腿直筋の放電が着腰時(E)からみられ,胸鎖乳
突筋-腹直筋-大腿直筋の放電に連続した順序性
が認められた。
しかし,この順序性は頚の前屈を強調すること
によって,練習12回目の「しり着き停止型」の段
階でも,ほぼ同様に認められている。
これらの点は,本運動に成功するためには反射
様の動作をひき起こすことが必要であるとともに,
そのための教示の重要性を示唆するものである。
以上の結果, 「前転」の運動パターンは, 3歳
頃から加齢とともに「横たおれ型」 , 「ねじり起
き型」 , 「腰着き停止型」を経て, 5-6歳頃か
ら「しり着き停止型」 , 「幼児手着き型」に発展
し, 7-8歳頃で「幼児型」を習得し, 「かかえ
こみ幼児型」を経て, 9-11歳頃で「準完成型」
へ習熟するものと推察された。
7-8歳頃でひとりで立てる「幼児型」を習得
することが可能であるという結果は,走9),跳10)
運動の完成期が8歳以降であるのと類似して,き
わめて興味深い。
今後,さらに多くの例数で長期にわたる縦断的
追跡が必要とされる。
Ⅳ.まとめ
3-11歳の男女幼児・児童を対象として, 「前
転」運動(マット)を行わせ,加齢にともなう運
動パターンの変遷を追跡し,さらに, 5歳児から
は各年齢層の代表例について,習得・習熟過程を
追跡することによって,運動パターンの変遷が追
跡され,次の結果が得られた。
(1) 3歳頃から加齢とともに「横たおれ型」 ,
「ねじり起き型」 , 「腰着き停止型」を経て, 5
-6歳頃から「しり着き停止型」 , 「幼児手着き
型」に発展し, !蝣　歳頃で「幼児型」を習得し
「かかえこみ幼児型」を経て9-11歳頃で「準完
成型」へ習熟することが認められた。ただし,「完
成型」に達するためにはかなり長い練習期間が必
要であるように考えられた。
(2) 「かかえこみ型」, 「かかえこみ足保持型」
及び「かかえこみ手着き型」の出現は,いわゆる
「かかえこみ固定型」だけの特別な学習(教科体
育時)の影響によることが推察された。
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An Analysis of"Forward-Roll" in 3 to 1 1-years Old
Children with Respect to Rolling Pattern
By
Ryuko ISHIGAKI, Yukihiro GOTO, Akira TSUJINO
Dept. of Practical Life Study,
Hyogo Univ. of Teacher Education, Yashiro-cho, Hyogo 673-14
The present study was designed to examine a developmental change seen in patterns of
Forward-Roll on a mat. Infants and children, aged 3 to ll years old, rolled on the mat and
their rolling styles were pictured and analyzed. To further confirm the change, a practical
learning process of Forward-Roll was pursmted o:∫i some children, 5 to ll years old, using a
lomm-film and electromyography. A developmental change was definitely discernible in
the rolling pattern. The infants aged 3 years old couldn t roll forward in a defined style, and
subsequently through respective characteristics by age groups at 5-6 years old, the children,
7-8 years old, could show the complete Forward-Roll. Particularly, nine- to eleven-years
old children could respond to Forward-Roll in the skillful style. These facts were confirmed
in the practical learning process. These results suggested that the teaching given in the
present physical activity courses might arrest the proficiency in Forward-Roll.
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